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	令和8年度
	スーパーバイザー
	　当ルーム室長の法澤 直子（臨床心理士・公認心理師）が、長崎市教育研究所の主催する『教育研究所夏季研修講座』の研修講師を担当しました。 　2026年8月3日（月）9：30～12：00に開催され、通常の学級での教育的支援について約100名の小・中学校の先生方と事例を検討しました。
	　この事例検討会は、今年度で4回目の開催となり、毎回加来先生とタッグを組ませていただいております。
	　心理学や医学の視点が子どもたちとの日々の関わりに少しでもお役に立てればとの思いでお引き受けしております。
	ご参加いただいた教職員の皆様、教育研究所の皆様、 企画担当の平戸主任指導主事、誠にありがとうございました。
	やまき⼼理臨床オフィス⻑崎ルームでは、このような講演会や研修会などの講師依頼を 承っております。詳細はHP内「講師依頼」ページをご覧ください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（掲載日：2026年8月）



